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２. 新型コロナウイルス感染症による影響
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○ 緊急事態宣言後、事業所数伸び率が大幅に減少していたが、7月以降減少幅が鈍化している。

適用事業所数

適用事業所数の推移
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事業所数伸び率の推移（対前年同月比）

緊急事態宣言
（2020年4月7日）
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平均標準報酬月額の伸び率の推移

（対前年同月比）
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平均標準報酬月額の推移

例年8、9月に平均標準報酬月額が大幅に増加していたが、今年度はほぼ横ばいの状況。伸び率についてはマイナスの状況。

標準報酬算定月
（4月～6月の給与平均）
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被扶養者数伸び率の推移

（対前年同月比）
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被保険者数伸び率の推移

（対前年同月比）

加入者数の推移

○ 被保険者及び被扶養者数の伸び率が緊急事態宣言後より大幅に減少している。

被保険者数の推移 被扶養者数の推移

緊急事態宣言
（2020年4月7日）

緊急事態宣言
（2020年4月7日）

1350000

1360000

1370000

1380000

1390000

1400000

1410000

1420000

1430000

1440000

1450000

30年度 31年度 R2年度

（人）

9



業態別伸び率（令和２年10月現在：対R2.3初回緊急事態宣言前）

○ 被保険者数は約1/3の業態が減少している。標準報酬は3/4の業態が減少しており、平均して3,655円減額している。
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医療費の推移

○ 緊急事態宣言後減少していた加入者一人当たり医療費及び受診率がほぼ例年通りに復調しつつある。

加入者一人当たり医療費の推移

診療１日当たり医療費
（円）
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2020年3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

被保険者 100.0% 83.4% 79.7% 92.4% 94.5% 92.8% 93.8% 99.7% 93.4%

被扶養者 100.0% 73.3% 72.6% 91.1% 95.9% 92.4% 92.9% 102.0% 94.7%

義務教育就学前（再掲） 100.0% 70.5% 63.0% 85.7% 92.1% 80.7% 86.3% 105.4% 98.0%

高齢受給者一般（再掲） 100.0% 89.6% 84.7% 98.0% 98.3% 93.5% 97.3% 104.1% 97.2%
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緊急事態宣言（2020年4月7日）

○ 緊急事態宣言後の5月受診が大幅に低下（特に義務教育就学前）したが、解除後は回復

加入者属性別 受診率の推移（対緊急事態宣言前）
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医療機関受診日数比較 昨年同月比較（2019・2020年5月）

（被保険者） （日）

（日）

（被扶養者）

○ 2019年度と比べ呼吸器系・感染症系の受診日数が大幅に減っている。精神等の受診日数は昨年と同様の日数である。
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３. 健康宣言事業について
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健康経営優良法人2021 （令和3年3月4日発表）
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大阪府では健康経営優良法人の認定が急速に増加！ 21→57→282→612→1,095社

協会けんぽ

218社

（
社
数
）

（2017） （2018） （2019） （2020） （2021）

★大阪府は全国１位（2年連続）！

協会けんぽ大阪支部

491社
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R3.3 2021認定事業所へのアンケート実施

ニーズの再確認→資材提供など

R3.6 堺市におけるエリア展開
経済団体・行政・保険者の三者によるモデル実施、共同セミナー

R3.6～ 専門家（診断士）派遣事業
アドバイザーによるフォローアップ事業

R3.9   優良法人フォローアップセミナー
今年度は大阪府との共催予定

★その他：随時 商工会議所、商工会、中央会との連携を実施

1

2

3

4

今後の展望
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４. 広報活動および広報物について
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ジェネリック集中広報の実施について

●新聞広告

●セレッソ大阪 ジェネリック希望シール

●調剤薬局ポスター

●柱巻き広告

R3.2.22発送「ジェネリック軽減額通知」に合わせて集中広報を実施

●ジェネリックツール（調剤）

R3.2.26
読売新聞・朝日新聞【1面広告】

約150万部

余白を活用し、

一文のキャッチコピーにて

端的なメッセージを伝える広告を

主要紙に掲載。

R3.3.5～
大阪府下の3,811薬局へ送付

令和2年度2回目のツール案内に合わせて、

調剤窓口で活用できる啓発ポスターや希望シールを

配布した。（※セレッソシール約15万部は大阪南部地域配布。）

【啓発ポスター】

【セレッソ大阪希望シール】
【ジェネリックツール】

一日に約12万人

が乗降りする

改札内柱に

新聞広告と内容を

合わせて掲載。
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納入告知書同封チラシ（11月号）
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納入告知書同封チラシ（12月号）
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納入告知書同封チラシ（1月号）
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納入告知書同封チラシ（2月号）
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納入告知書同封チラシ（2月号）
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納入告知書同封チラシ（2月号）
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健康保険委員だより
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健康保険委員だより
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健康保険委員だより


